
岩屋山古墳（高市郡明日香村）

前方が岩屋山古墳/2段築成の方墳/7世紀前半頃の築造/標柱と説明坂が立っている/南側から見たところ



　　　この石室は全て切石加工された日本でも最も精美な石室のひとつであり、「岩屋山式石室」と云う石室編年の標識の一つとなっている



　　下段テラス面に横穴式石室が開口している/墳丘西側（左手）は失われている



　　　　これが南面する横穴式石室/中に入ってみよう



羨道南端の天井石には閉塞施設のための溝が切り込まれていることや、一段高くなっていることに特徴があると云う/玄関南側の
床面には集水のための円形の掘りこみがあり、ここから羨道のほぼ中軸に並行して排水溝が設けられているらしい



羨門部の天井石には一条の溝が彫られており、外から天井石に伝わった水が石室内に入ることなくこの溝の部分で遮るように工夫
がなされている/いわゆる水切りの役目



羨道の奥の部分の天井石が一段低くなっている/入口側の側石は二段積みで、一段天井が下がった所からは一枚岩の花崗岩の
切石を用いて構築されている/両袖式の横穴式石室



　石積みの隙間は漆喰のようなものでしっかりと埋めてある



正面は玄室/玄門付近から径１m、深さ0.8mの穴が見つかり、中には砂利が詰まっており排水用の集結穴で排水と湿気抜きの設備
であったらしい



　玄室内部/奥壁二段に切石を積み、下段はほぼ垂直に上段は内側に傾斜している



　　振り返って入口方向を見たところ



　玄室内の礫敷、羨道の暗渠の床排水施設部分を見たところ



　　　　　床から天井までの一枚岩が並ぶ羨道の側壁



　　　さて、墳頂に登ってみよう



　　　墳丘は版築で築かれており、下段テラス面には礫敷が施されていた/下段テラス面を見たところ



　　ここが墳頂



　　東方向を見るとすぐ近くに近鉄の線路が見える/正面前方には欽明天皇陵古墳（梅山古墳）が見える



　　　　これは横穴式石室の真上から入口を見たところ



　　　　同じく横から見たところ



　　　　　　東側から見た墳丘



　　近づいて南東側から見たところ
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